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近年電子計算機を情報処動こ利用する研究が各所において行われている｡国鉄においても近代化計画の一環

として,座席予約 務を機械化することが決定され,さし当って小形の実験機MARS-1が 作された｡本機

は昨昭和34年7月に完成し,帝位試験を行っていたが,本年初頭より実用運転にほいって非常に安定なサービ

スを提供している｡本装■筐ほRealTimeで使用されるものであり,もし事故のため停止するときは,ただちに

とヒヒム日本力行遂の務 なるものであるので,中央処理装置ほ回路,記憶装置などを二重にするなど,

信頼度の向上に特に注意の払われている装置である｡弟2節に全装置の概要を,第3節にAgent

系について,第4節に小突

1.緒 言

置,特に小央処理儲置の回路構成,記憶装

予約業務をじん速正確に遂行するために電子装置を用いるカ式は

アメリカの航空会社そのはかで盛んに研究され,いろいろのカ式が

実用化されている｡たとえばTeleregister祉でほMagnetronicRe一

SerVisor という名の予約 務の専用機を作っており,American

Air Linesそのほかで用いられている｡Eastern AirI.ines では

RemingtonRand社のUNIVACFileCornputerを流用し,その処

理は記憶装置にたくぁえられたプログラムによっている｡上記二方

式はそれぞれ通信線を直接接続してRealTimeで動作を行ってい

るが,このほかにIBM杜のRAMACを用いてカードを媒介とし

てOff Lineで使用している United Air Lines の方式などがあ

る｡またヨーロッパにおいてほそれぞれ予約用の専用機が作られて

いるようである｡専用機がよいか,汎用の計算機を流用したほうが

よいかは一概に決めることはできない｡すなわち汎用の機械を用い

れば,取扱事項,サービスのカ法などほプログラムを変更すること

により,比較的袴易に変えることができるので,業 上の要求に対

し弾力性に富んでいるが,一つの処理に相当多くのプログラムステ

ップを必要とし,処理時間が くなり,かつ大きな群量の記憶装置

を必要とする欠点がある｡これに対し専用機として内部配線にて必

要な機能を持たせれば,処理時間を短くすることができて機械の能

力を完全に発揮させることができるが,取扱事項の変更ほ非常に困

となるので,十分に業務の分机 解明を行い,さらに将来の予測

を行った上で,それに適したものを設計する必要がある｡

国鉄においてほ近代化計画の一環として座席予約業務を機械化す

ることが決定され,各瞳の方 につき比較検討がなされた｡その結

果航空機用の予約に比べて取扱件数が非常に多い,定員を超過して

はならないということだけではなく,客車内のどの位置付近の座席

がほしいとか,2人並んで座りたいとかいう客の要求が強く,個々

の座席の指定を必要とするなどの理由により,国鉄の実状に則した

専用機を作ることとなった｡これに従い,さしあたり昭和33年度の

として,機能としては一応必要なものほ,はとんど備えている

が,容量のきわめて小さい装置を試作し,これを実用に供して,営業

サービス上の諸問題,および保守上の問題の解明を行い,これをもと

として全国的座席予約網の設計基準をうることとなった｡この試作
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について述べている｡

故の防止,

Set と通信

第1国 中 央 処 理 装 置

(左側A形セット 右側B形セット 於東京乗車券セソタ)

第2図 Agent Set

機が座勝予約用電子計算装置 MARS-1(AIagnetic-electronic

Automatic Reservation System,国鉄近代化計画の先陣をうけた

まわった軍神(火星)の意)である｡

本装置ほ鉄道技術研究所の論理設計に基き,日立製作所において

阿路設計, 作を行ったもので,昨34年7月完成,約半年の各種試

験ののち,本年初頭より業務運転にはいり,24時間のサービスを行

っており,きわめて安定に動作を続けている｡この装置は座席のフ

t-



座 席 予 約 用 子 計 算 装 置 MARS-1に つ い て

アイルに相当する記憶装置に,低速の大形磁気ドラムを用い,論離

子としてほ,主としてトランジスタとゲルマニウムダイオードを

採用しているが,RealTimeの運転を行うために柑こ設計上考慮の

払われている装置である｡ノ

2.MARS疇lの概要

この装置は中火装置とAgent Setおよび通信系からなり,シス

テム構成の概要ほ弟3図のとおりであり,イ｣:様ほ次のようなもので

ある｡

(1)収 扱 列 車 4列申(つばめ,ほと,第1こだま,

第2こだま)の下り

(2)

(3)

(4)

(5)

予 約 別 間

取扱座席数

区 間 数

列車の増加

15日間

1日三-1り3,600(1列車900座席以内)

3l元二間

必安に応じ1列申をさらに区分して,

座席数の少ない列車,4列車にまで分

謝することが吋能

(6)乗り継ぎの取扱 全区間を1人の乗客により占有されて

いるか否かの区別をしている

(7)戯動作の防止鳥よび検Jli 通信系の誤動作検Ⅲにほ/ぺリ

ティチェックを川いる｡中央装置の誤

動作検汁付こは,二重回路の並列運転力

式を用い,両国路の照合を取る｡特に

記憶装置の誤動作倹用にほサム･チェ

ックを用いる

(8)取扱吋能事項 闇会,予約,座席表示,予約状況印肌

書き込み,書き写し,テスト

AgentSetと中火装間の接続方式 待時式交換方式

動 作 時 間 中火 置処理時間 平均的0.1秒

情報伝送速度 50ポー(

全処理時間 3秒以内

上記項l三トト(5)の列車増加であるが,本装置は1列

信回路)

900座席を

顆位としているが,実際には,各列車の予約すべき座席数ほまちま

ちで,客車内の座席数も種々異なっているので,それぞれの列車およ

び客車に割り当てるビット数を可変として,座席数の少ない列車な

らば,この列車単位内に4列車まで入れることができるようにして

記憶装置をむだなく使用できるようにし.た｡(6)の乗り継ぎの取扱

いは,全区間通しで予約した客が乗車しなかった場合に,その空席

をほかの客にふりむけて利用できるよう,車掌の判断

るものである｡(7)の項はこの装置がRealTimeで

装置が_lLまることはただちに 務の停【仁となること,

料を提供す

転され,本

および後刻チ

ェックをして誤りの訂正をすることがほとんど不可能であることよ

り,柑こ考慮されている瓜であり,∴帝国路を並列に動作させて,

両者の解答の照合をとりながら運転するのが常態であるが,万一一
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第4図 挺麻位置の指定ノノ式

方が故障したときほ片側運転をして,予約業務には差しつかえがな

いようにしてある｡

第3図において一次レジスタを4組設けAgent Setと交換装置

を通じて,接続される｡中央処理装置ほ一つの要求を処理するのに,

平均0.1秒程度であるが,Agentとの情報伝送には50ボーの電信回

線を用いているので,この時間が1.7～2.6秒必要とする｡一次レジ

スタはこの速度の差を吸収するプアップアとして働く送受信レジス

タである｡

3.Agen†Se†と送受信系

3.1Agen†Se†の構成と方式

AgentSetほ各切符販売所窓1Jにおかれる装置でA形とB形の2

種類ある｡A形は特定の窓口におかれ,お客の細かい要動こも答え

られるような機能をもっているが,B形は一般の窓口におかれて,

機能も限定されていて,機械で決められている順序に従い座席を川

り当てていく｡現在ほA形4f_｢,B形6台が 京二都内および横浜駅

に設置されているが,近く名~l!t▲屋駅,大阪駅に各1台ずつ設置され

る予定である｡

A形Agent

B形Agent

Set

Set

/Jtし
成構の

′

-

一
1
1
-
-
-
1

成構の

糾しボタン

印刷機

送受信制御襲匿

座幡表示装吊王

抑しボタン装杭

印刷機

送一受信制御装閏

解から要求された条件ほすべてJl一戸しボタン装置(第5図)のボタン

によりセットされ,発信キーを倒すことにより自動的に通信が行わ

れる｡中央装置からの解答は糾しボタン装掛こあるランプ,数字蓑

示管により 示されると同 に,印刷機で印刷される｡

座席位置の方式は弟4図に示すように,ブロック番号とA,B,

C,Dによって指定する｡寝台ではA,B,C,Dの代りに._卜,rll卜

あるいは上下を指定する｡また複数座席の要求ほ座席のとき4座雁

まで,寝台のとき6寝台までは1度に取扱いうるが,2座席の場合

ほABあるいはCDと2人並んだもの,それ以上ほ通路の片側で退

位した2ブロックにわた/-､てとる｡このときプロ､リク帯榊よ数の多

いほうの許けをもって指定するり解苓の座席†､1二鍔の表′Jミもまったく

同様のカ法でなされる｡

AgentSetにおいて座席の発売,払いもどしが行われたときほ,



昭和36年3月

(B形はボタンの一郎が省略されている〕

第5図 A形押ボタン装置,ボタン配列

印刷機により解答が印刷される｡この印刷機は 動タイプライタの

レバーをマグネットで引くようにしたものである｡〕印刷ほ複写が取

れるようになっていて監視の役目をすることができ,座席情報の解

答のほかに,取扱番-り･を印刷するし〕これは中央処理装置で受け付け

て座雁の移動があった要求に対して,一

とともに通知される番シナであるしノ

3.2 Ågen†Se†の轢能

番号をつけたもので解答

AgentSetでほ次に述べる躁作を行うことができる｡

(1) 照 会

指定した列車に一戸約吋能の怖があるかないかの開いrけ_フせであ

って,解答ほYES,NOのほか,もしもそのとき~予約の小込裁を

したならば割り当てられる座席位罠が表ホされる､.なおこれと川

時にその指定列車の残り座席の概数も表′J三される｡

(2)予 約

指定した列車に座腫を予暦する媒作で,割り当てられる塵雁は

機械的にあらかじめ定められる順序に従って優先的に定まるり研

答は予約できないときはNOとなり,できたときはYESのラン

プとともに予約された座席の位置が表示弓斜こあらわれる｡】

(3)指定予約(A形装~i酎こおいてのみ可能)

Agentから特定の座席を指定して一千約をする模作であって,お

客の好みを完全に満たした席を予約することができる∪解答は上

記予約のときとまったく同じにあらわされる｡

(4)解約(A形装置においてのみ~i-J能)

すでに予約した座席の解約であって,指定Lた席がまだ予約さ

れていないときほ解約ができず,NOの解答がくる｡解約ができ

たときほその怖が表′j二管により表わされ,印刷機にほ解約の

ノJモ(R)もともに印刷されるり

(.5)柄く 情ゞ 訪三 イ

指定した客車の座腐がどのようにあいているかをプラウソ骨上

機器特集号 目立評論別冊第39号

岩器≡…医】■-∃巨〟喜∃
[l･‥ し∴∴: i

第6図 送受信承ブロック図
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第7図 送受信情朝 の 構 成

に客中宮の円己置通り表示される｡これほ(3)の指定予約を有効に

行うための操作である｡

以上のほか中央装置で受け取った情報に誤りがあるとき,または

巾火処理装置で 動作が発見されたときは,再送の返答がきて,再

送ランプに表示される｡また送受信回路,伝送路などの不良により

正常な通 きは障胃再送ランプがつく｡なお Agent

S3tおよび伝送路のテストを,中央装置の座席記憶状態と無関係に

行うことのできる機能を有している｡

3.3 送受信系および動作

送受信系を主としたブロック囲を第る図にホす｡これらの動作を

簡一判こ説明すると,押しボタン装置に必要な項Hをセットし,発信キ

Yを倒すとボタンにセットされた情報ほAgent Set制御部内にあ

るリレーのレジスタに移され,ダイオード･マトリックスにより2

進符射こ変換される(情報がすべてリレーに移されるとボタンとの

接続ほ断たれ,ボタンを変更してもすべて無効となるようになって

いる)｡ これと同時に帖報送信の準備が行われ,AGT TRK より

CTR TRKに交換起動信片を送F]ける｡CTR TRKは4個の1ry

REGのうちすいているものを選び汁ル,CRT EXUを 作させて,

中継線と1ry REG とを接続する｡接続が完了すると1ryREGほ

交換完~Tの信片をAGT TRKに送るとともに交換点を保持する｡

もしすいている1ry REGがないときほCRT TRKは起動信号を

受けたままで待ち合わせている｡AGT TRKに接続完了信号を受

けると AGT CONTが動作を始めて,2進符 研こ 工ト‖たれさ換

ほST-SP CONVによりシリアルな6単位調歩式信号に変換されて

中火装置に送られる.二)中火装置でほST-SP RECにより情報部分だ

けが1ry REGに一票け入れられる.-.

1l一)7REGにほいった信号はた吏ちに1い央処理装周で処理され,

その陣容かふた七万1ry REGにセットされる.∴,1ry REGほこれ

を6準位調歩式信一射こしてAgent Setに送り返し,全部送出し終
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第8】叉‡rj~1央=処押装置プロ､ソクl冥l

るとただちに交換機を解放する､〕

AgentSetでほこの解答情報をST-SP CONVによりパラレル后

捌こ変換してAGT CONT内のリレー･レジスタにセットする..1

これにより,解答の 示が行われると同時に必安に応じ印刷機が

PRT CONTにより制御されて印刷を行う｡ST-SP CONVはトラ

ンジスタを用いた変換器であって,水晶発振器を規準としているの

で,無調整で常に正確な調歩動作を行うことができる.｡

送信情報は54ビット,受信怖幸馴■よ解答により植々異なるが最大48

ビットであって,これらほ6Tllf､t符り･の現し‡二†とは闇係なく第7図

のように構成されている.〕

4.中 央 装 置

4.1中央装置の構成と機能

中央装置は主として中火処理装置(PROC),制御盤(CNSI.),

入‖力装置(I/O DVC),交換装置(CRT EXU),および送受

関係装置よりなっている｡装置の中心部である-~t~1央処理装閏ほ記憶

装間として磁気ドラムを有し,トランジスタ,およびダイオードを

用いた同期制御計算機(クロック約100kc)である〔､

制御盤は中火処理装置運転のための各位操†′ドを行うほかA形

AgentSetと同一機能を有し.ている｡〕またAgent Setでは行うこと

のできない~予約状況印刷,書き込み,書き写しなどの拙作も行える｡

人=力装置はテープ蛮孔機,テープ･リーダおよび印刷機よりな

り,制御盤とともに予約状況印刷および書き込みの動作を行う｡

ん2 中央処車聖装置の動作概要

弟8図ほ中火処理装眉のブロック図である｡SETlとSET2と

はまったく同じ阿路構成となっている｡予約業務ほ指定された列車

内の多くの座席を優先度の高いほうから順次.調べて調二【1を孝二fうもの

で本質的にシリアルな動作が多いものであF),したがって本機の川

路構成方式ほ動作時間の.許すかぎり,シリアルな動作を行わせて,

極度に使用部品の節約がほかられているし,二次レジスタおよび什レ

ジスタはフリップ･フロップよりなるレジスタであるが･次レジス

タ,Aレジスタ,Bレジスタ,座席レジスタ,およびタイプアウト･

テープリード･レジスタほいずれも磁気ドラムの--･部を用いたリサ

ーキュレーション･レジスタであり,本装置のシリアル･マシンと

しての持 を示している｡またタイプアウト･テープリード･レジ

スタを別個に有しているので,一千約業務の処理を並行して独立に入

fll力装置を駆動することができるし〕

装置の動作およびその進行を制閲するのほ,図Ll~lのコンピュータ･

サイクルおよびサーチ･モード制御回路であり,第9図のようなル

ープを描いて動作を行う｡コンピュータ･サイクル制御回路ほこの

第9図 中央処理装世の動作ノし-ブ

動作を人きく四つに分け,サーチ･モード制御回路は斧段階をさら

に紺かく分けて程々の動作を行わせるものである｡

交換装置によって電信回路と接続され,AgentSetからの情報な

全部受け終った一次レジスタは準備完了の表示をしている｡スキヤ

ソニソグ回路ほこれらの･---･次レジスタを 査して,準備完了の一次

レジスタを見付けJ_l与し,これを二次レジスタに接続する｡接続され

るとただち情報ほ二次レジスタにシフトして送り込まれる｡､このと

きSETlとSET2で別々にパ1)テイ･チェックを行いパリティ｡

ビ､ソトは今後の動作には不要なので,二次レジスタには入れないしニ

チェ､ソクにかかったときほただちに.二次レジスタに再送コードを

セットし,ほかほすべてクリヤしで一次レジスタに返送する｡

二次レジスタほフリップ･フロツプ43何からなり,一次レジスタ

の内容を受け入れ終ると,コンピュータ･サイクルおよびサーチ･

モード制御いIH格とともに制御い11路を形成し,躁作コードの信～プ▲によ

って,それぞれ別々の動作が行われる｡

まず二次レジスタの条件(TNi,DTi,SLi,DLi)によって,磁

気ドラムのヘッドが選択されて,これから読みJllされる座席パルス

から指定された条作の座席に対応するパルス列を得て,これをAレ

ジスタに移されるし､これを後述するように各棟作に止こじで処理し所

要の座席があったら"YES",ない場合ほ"NO"のコードがCKiの

部分にセットされる.｡また照会のときほDLi,SLiに残座席数がf

約,解約のときほDLi,SLi,DTi,TNiに取扱番月がセットさj~し

る｡なお磁気ドラムから所要座席を読み刊すときに記憶情報のチェ

ックがなされる｡これはそのl大間にある座席パルスをカウントし,

~Fのけた3ビットをドラムに苔き込まれているサムと比較して行う

ものである｡SETl,SET2のいずれかの側でチェックにかかっ

たときほ,そのSETは切りはなされて運転をやめ,警報をJliすL_j

両セットの解答が二次レジスタにそれぞれ表われたら両者の結某

を比較し,一一致しているときほ,必要ならばBレジスタの内容に従っ

て磁気ドラム記憶｣勺容の訂正を行い,その後解答を･･次レジスタに

返送する｡このときパティ･ピッ1､をそう入していく｡また解答の

-▲致カミ得られなかったときほ警報を発し,かつ"再送"の解答とす

●
､

fl~lし終ると処理の1サイクルが終ったこととなり,次

の準備のできている別の･･次レジスタを走査する｡

4.3 座席のサーチング方式

ドラムから読み=された指定の列車,酎盲瑚こ対応する座席パルス

列から求める座席を探L一丁Jlす｡これにはA,B,(l′の芥レジスタが他

用されるり A,Bレジスタほいずれもリサーキュレーション･ライ

ンを構成していて,Aほ磁気ドラムの表面龍一列申埋イ､との長さを有

する._=〕Bレジスタほそれより少し短かく6ビットのフリップ･フロ

ップからなる(rL/ジスタおよび1偶のDelay用のフリップ･フロッ

プとともに1列車長のレジスタを形成する∪

(l)照会および予約の場合(第10図)

この場合は匪席数がSPiによって指定され,列車内のどのr､㌧問

を割り当ててもよいわけであるが先着優先の考え方から,条件の

よさそうな座席から順に捜していく｡まず磁気ドラムに記憶させ

る客申の順位を多層の解から望まれる順に従って配列をしてお

く｡したがってAレジスタにほいるパルス列も,ドラムに記憶され

た順ノ招こ従って条件のよいと瓜われる卓の順になっている｡また
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第1表 サ ー チ･モ ー ド

1座席の要求

中央部左右窓側

前後部左右窓側

中央部/一三右通路側

前後珊左右通路側

鉄道電子機器特

2座席以上の要求

中矢部左側

中央部右側

前後部左側

前後部右側

第10区1照会および予約の論理動肋

第11岡 措定予約および解約の論理動rlて

客車内でほ第4図に示したとおり,前部,中央部,後部と分け,

中央部から先に探し出して割当を行う｡この動作ほサーチ･モー

ド制御回路が制御する｡なおこのサーチングのサイクルにほいる

前に(Aレジスタにパルス列を記入するのと同時に)とにかく要

求に合う座席があるか,ないかの判別を行い,無い場合はサーチ

ングのサイクルをとばして"NO"の解答をするようにし,不要

な時間のかかるのを防止している｡

サーチングのサイクルになると,Aレジスタの西谷ほ弟l表の

順序でゲートされて√rレジスタにシフトされて,SPiにセットさ

れている膵席位置と比較される｡Aレジスタにほ座席パルスとと

もに客車番号を示すパルスもそれぞれの区切りの位置にはいって

いるので,これをCAiにセットし,そのとき捜している客車番号

を表示する｡ブロック番号は,ブロックの区切りのパルスをBLi

でカウントして求める｡Aレジスタは最大4阿リサーキュレーシ

ョソを行うことによって,全座席を捜すこととなる｡所要の座惜

があったら,ただちに予約される座席のパルスだけがα一Bレジス

タ内でリサーキュレーションをはじめ,記憶装置の訂正にそなえ

る｡これと同時にこの座席パターンをSPiにセットし,サーチン

グ･サイクルが るので,二次レジスタにほBLi,CAi,SPiが解

答として残る｡

(2)指定予約および解約のとき(舞=図)

この場合はCAi,BLi,SPiにi:って座席位置が指定されてい

るので,その座席が予約可能か,またほ解約可能かを調べること

によりただちに解答が得られる｡したがって座席パルスをAレジ

スタに書き込んでいるときに,そのうちの客車番号パルスとCAi

にセットされている客車番片と比較し一致したならば,BLiがカ

ウントを始める｡一プブAレジスタに書き込むパルスほ同時にαレ

ジスタにも,順次シフトされているので,指定されたブロック番

-[フ･のところでSPiにセットされている純情位眉と比較し,一致が

60
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とれればSPiのパターンがそのまま′l･-Bレジスタに記入されてリ

サーキュレーションを行い,座席ファイルの訂正にそなえるG

4.4 主要国路およびリサーキュレーション･ライン

本装置はトランジスタ,およびゲルマニウム･ダイオードを主要

路回 しと予 クロック発生器,ドラム書込み回路の一部に真空管

を似用している､｣これほ当時,高閲披トランジスタの大電流スイッ

チングに対する信煩度が不明であったためである｡

(1) フリップ･フロツプ(弟12図)

飽和形スタティックフリップ･プロップであってトリガにはセ

ットあるいほリセット入力信月▲とクロックパルスを用い,同期式

として使用している｡信せ入力があるとRCの時定数で,クロッ

ク入力のコンデンサを充電し,次のクロックによりダイオードを

通してセットまたほリセットする(クロック周波数約100kc)｡

｢｢_リコインピーダンスを下げるためにf_l二l力はエミッタ･フオ･ロアを

介して取るようになっている｡､

(2) ゲート回路(弟13図)

すべてダイオードゲートを使用し,PullUpまたほPullDown

の抵抗をかなり低くして,ダイオードの辿電流の少々の増加では

誤動･作を さないよう考慮されている-Jさらにゲート入力の多い

場含ほ多段のゲートとなっているので,非常に安定な動作を期待

しうるが,その反面フリップ･フロップの=力数が制限され,素

子を多数必要とする欠点がある｡ゲートi･よ必ずAND→OR とな

るように構成Lて単純化を計っており,OR→ANDとするほうが

良い場合ほエミッタ･フォロアを介することとした｡

(3)エミッタフォロア(第14図)

フリップ･フロップの出力電圧はかなり大きく設計されている

ので,ゲートを通ったときの信号レベルの減衰ほあまり問題とな

らないので,本装置でほフリップ･フロップを必要品′｣＼限度にし,

その間で最大限の直流論三哩を7阻んでいる〔Jこのためにゲートを通

った論州flり]がほかの多数の論理入力とLて必要な場合が非常に

多いので,そのためのプァッフ7･アンプとして,エミッタ･フ
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手 約 用 電 子 計 算 装 置 MARS-1に つ い て
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第14岡 エミッタ･フォロア

洋美プこ

へい竺､も′

第15図 リサ【キュレ【ショソ･ライソ

ォロアを多数使用し,回路を極度に単純化している〔,また先に述

ベたようにOR→AND の接紀には必ずェ

している.｡

(4)バッファ･インバータ

エミッタ･フォロアにて駆動されるシュ

ッタ･フォロアを介

ットい-ほ各であって論

理を行ったのちの波形の反射,吏たほ整形に用いる｡

(5)リサーキュレーション･ライン(弟15図)

本機のようにシリアル･マシンでほ必ずしもRandamに各ビッ

トにAccessする必要のないレジスタがかなりある｡このような

レジスタとして磁気ドラムを用いれば,非常に 子の数を減らす

ことができる｡本機ではこのようなレジスタにリサーキュレーシ

ョン方式を採用しており図示のように通常は,読み出し回路の出

力がただちに書き込み回路にはいる｡.レジスタの内容を変えると

きほ,制御信一ぢ▲を加えてリサーキュレーションを停.【｢二させ書き込

み瀬1路に新しい情報を加える.｡

4.5 計 憶 装 置

記憶装置ほ低速大形磁気ドラムで什様ほ下記のとおりである,-1
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フセットイ三石ん
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第16Ⅰ雫lクロックパルスおよびフリップ･フロツプ動作

第17岡 磁ちもド ラ ム 内∴那

大 き さ

l･11 転 数

記 憶 方 式

仝トラック数

径300 長さ300

3,0001-p111

Return to Zero,Two Level方式

200(約10トラック分をレジスタとして使用■)

400,000ビット

記録媒体ほ酸化鉄コーティングであって,ビット密度は動作の確

実畔を増すために,2ビット/mm としている｡

一つのトラックは円周を約2,000ビットとしこれを1,000ビット

ずつ二つの部分に分け,その-一一つを1列~LFの1区間1日分として使

川し.ている｡これを基本記憶鼎≠として,磁気ドラム面を第18図

のように使用する｡
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これらグループごとにそれぞれTu Classの制御用トラックを付

させ,これによって列車の区切り,客車のl天切り,2,3等の区切

りを識別するようにして記憶装置を有効に使うように考えられてい

る｡これらの制御用トラックほ任意に書き替えることができる｡

ヘッドの選択ほ1列車1口分が同時に選択されて4つの増幅掛こ

連なるようになっており,切符えにほダイオードスイッチを使用し

ている｡

磁気ドラムより読み汁=/たり喜き込んだりするときに,その制御

用に各種のパルスを用いる｡それらの相対関係を第】る図に示す｡

5.結 言

以上試作座席予約装置MARS-1の概略について述べた｡本装置

は,このよう が置 RealTime の 務にどの程度の

度で使用できるかを試す意味で製作されているので,押遣,機能に

おいてもかなり制限をし,各部にかなりの余裕を持たせ,無理のな

い設計になっているつもりである｡幸にして,本年初頭よF)実際業

務に使用されているが,電子回路部分の 故ほほとんどなくきわめ

て安定なサービスを提供しており,このようなRealTimeの機械

に対する多くの資料をうることができた｡

今後の問題としてほ

(1)各窓口における,故意にまたほ偶然の操r田こよって生ずる

トラブルの問題をいかにすべきかという点がある｡この一つの対

策として本装置でほ苓窓口に印刷機をおくようにLたが,もちろ

んこれは十分なものでなく中央処理装世のところで,芥窓r†との

′･･･イ ′･･叫■ レ･･_

特許第254704号

特 許 の

ク ロ ス ′＼

日立評論別冊第39号

各級情栂をすべで･措記録して,必要にん己こじてこの記録から所望

のデータをうることが考えられている｡

(2)記′ 容量の増大

国鉄の座席予約業務をすべて機械に入れるにはきわめて大きな

搾量の記憶装~置を必要とする｡これほ現在製作されている程度の

ものを多数並列に運転することも考えられるが,もっとすぐれた

大容量記憶装置の開発が望まれている√｡

(3)AgentSetの改良

今回ほ10列車,3区間であったが,全国的システムとした場合

非断こ多くの列車と区間を取り扱わねばならなくなり･.これらを

どのような方法で指定するかが問題であって,使いやすくしかも

間違いの少ない入力装置を作る必要がある｡また機械によって切

符を印刷し,人手の介入による誤りを減らすことが考えられてお

り,これに似用できる巨】川り機の開発が望まれている｡またこれら

の入日力磯部は機械的部分を含むため必然的に故障を起しやす

く,かつ常に保守を必要とするものとなるが,AgentSetほ各地

にばらまかれるのでこれの信頼度を向上させることがきわめて重

要である｡

本機の製作の機会を賜わり,ご指導いた点いた同鉄電気局通信課

および東鉄電気部通信課のかたがたに厚くお礼小しLげます｡

付 記

現.在では細休当時の2等,3等が1等,2等になり,つばめ,ほ

と,第1こだま,第2こだまの代りに第1つばめ,第2つばめ,

第1こだま,第2こだまとなっている

紹 介

郎･大塚英次郎

け1足 夫

式 自 動 交 換 横

従来のクロスバ式i上l動変換機は他局への出11継接続の場合は,発

信加入者甲,乙,のダイヤル数字ほ一度発信レジスタ3に全部蓄積

せられ,発信加入者のダイヤルがすべて完了したことを確認してか

らマーカ4が動作してセンダ8を捕捉し,ダイヤル数字を発一言レジ

スタ3からセソダ8に移し,目的の他局が接続されている出入中継

線装置6を揃促する｡しかる後セソダ8は該出入中継線装置6を経

て蓄積しているダイヤル数字をダイヤルイソ/くルスに再現して‖的

の他局へ送出する｡この間発信加入者甲,乙,はダイヤルをしてから

センダ8がダイヤルインパルスの送出を終了するまで待たなくて(･よ

ならない｡またこのような加入者番号のダイヤル数字を発信レジス

タ3に蓄潰して再現することほ特定な場合を除きなんらの利点がな

く,セソダ8ほぼう大な装踪となる｡木発明ほこのような欠点を解

決するために加入者電話機たとえば甲が発信すればて-カ4が動作

してこの加入者甲をラインリソクフレーム1,トランクリンクフレ

ーム2を経て発信レジスタ3に接続する｡次いで発信加入者甲がダ
イヤルを開始し,他局番をダイヤルし次の加入者番号をダイヤルす

るまでの間に発信レジスタリンク5を経て山入中継線装置6を捕促

する｡しかる後のダイヤル数字はすべて発信加入者電話機甲-ライ

ンリンクフレーム1-トラソクリソクフレーム2一発信レジスタ3

一発信レジスタリンク5一出入中継線装置6-他局なる経路で直接
送出されるが,ダイヤルの最終の1数字だけは発信加入者電話機甲

-ライソリンクフレーム1一トランクリソクフレーム2一発信レジ
スタ3-セソダコソネクタ7→セソダ8なる経路に切り替えられ,

セソダ8に送り込まれる｡発信加入者甲がダイヤ′レをすべて終了す

れば,マーカ4が起動して発信加入者電話機[~iJを出入中継線装置6

に切り替え,セソダ8に指示を与える｡･セソダ8はこの指示を受け
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取るとセンダ8---セソダコソネクタ7-一発信レジスタ3-一発信レジ

スタリンク5-一州人中継線装置6の経路で蓋積した最終のダイヤル
数字をダイヤルインパルスに再現して他局へ送川する｡このように

して木発明のl｣動交換機においては発信加入者ほダイヤルを終了し

てからセソダ8が1数字送出する間のみ待てばよく,セノダも比較

的簡単な装眉で足りることになり,またなんらの小郡合も′Lじない｡

(高 木)




